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EpitopeとEplet

• Epitope（エピトープ）
– Functional Epitope（機能的エピトープ）、Structural 

Epitope（構造エピトープ）
– Functional Epitope ≒ Eplet

* Am J Transplant. 2019;19:1708–1719.



生体内におけるエピトープと抗HLA抗体

• 抗HLA抗体はHLA抗原の特異的なエピトープ
に反応（結合）

• HLA抗原に特異的に結合するのではなく、エ
ピトープに特異的に結合する

エピトープ 1

エピトープ 2

エピトープ 3

HLA抗原 Cell



MatchMakerとは

• Duquesnoyが作成したフリーソフト

– 下記リンクよりダウンロード可能
http://www.epitopes.net/index.html

• HLA Fusion MatchMakerでは２つの解析が可能

– Epitope Matching
PatientとDonorのタイピング結果を入力することMismatch
の数を表示

– Epitope Analysis
LABScreen Single Antigenデータをもとにエピトープ解析

• エピトープ解析を行うためには、ドナー、レシピエント
共に４桁のタイピング情報が必要 4



MatchMakerのデータベース

• Duquesnoyのデータベースを参照にOne Lambdaが
作成したエピトープ情報

– Confirmed：実験で証明されている

– Provisional：理論的に存在が予測されるが実験では証明
されていない

– Blank：unknown
5

初回の使用時にデータベースのインポート及び
解析のための設定が必要



Epitope Matching
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タイピング情報の入力

手入力する場合
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①Epitope Matchingタブを開く
②クラスを選択し、Patient名を入力
③Patientの横の□(Select alleles)をクリック
④入力するローカスを選択
⑤Allele欄にアレルを入力
⑥該当するアレルをダブルクリック
⑦④～⑥の操作を繰り返す
⑧全てのローカスの入力が終了後OKをクリック
⑨同様の手順(③～⑧)でDonor情報も入力

①

③

④

⑥

⑧

⑤

②



タイピング情報の入力

HLA Fusionのデータベースより呼び出す場合
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MatchMakerを開き、Epitope Matchingタブを開く
Patientの横の□(Select a patient from database)をクリック

登録されている情報が一覧で表示されるので、該当する情報を選択
しダブルクリックする
Donor情報の入力も同様
インポートするcsvファイル内でPatientとDonor情報を紐づけて入力し
ておくことで、Patientを選択することで自動でDonor情報も入ります



ミスマッチ数の解析

• Patient及びDonorのタイピング結果を入力後、
Calculateをクリック→結果が表示される

9

表示するEpitopeの種類を選択可能



Alleles causing mismatch
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Alleles causing mismatch:
Mismatch Epitopeに起因するアレルが表示される

拡大図



複数ドナーのMatching結果表示
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Patient情報にDonor情報を紐づけることで、
各ドナーとのマッチング結果が表示
2桁、4桁ではなく、Epitopeミスマッチを見る
ことでドナー選択することができます

結果表示を削除する際は▼をクリックし
キーボードのDeleteを押します

結果をExportできます。



Search Epitope(s)
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Search Epitope(s)：全てのエピトープを対象にした検索結果を表示
入力しているタイピング結果に関するエピトープのみの
表示ではありません

表示を戻すときはReplace allをクリック



論文の紹介
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アレルミスマッチとエピトープミスマッチ

Donor 1

Donor 2

Wiebe et al., JASN (2017) 28:3353-3362 Fig. 2改変
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アレルのミスマッチ数とエピトープのミスマッチ数は相関しない
Donor1はアレルミスマッチは1だが、エピトープミスマッチは約30
Donor1はアレルミスマッチは2だが、エピトープミスマッチは10以下
どちらがDonorとして適しているのか?という研究が進んでいる



Epitope Analysis
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タイピング情報の入力
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手入力する場合

①Epitope Analysisタブを開く
②Patientの横の□(Select alleles)をクリック
③入力するローカスを選択
④ Allele欄にアレルを入力
⑤該当するアレルをダブルクリック
⑥④～⑥の操作を繰り返す
⑦全てのローカスの入力が終了後OKをクリック
⑧同様の手順(②～⑦)でDonor情報も入力

① ②

③

⑤

⑦

④

Donor情報の入力
はここをクリック



タイピング情報の入力

HLA Fusionのデータベースより呼び出す場合
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MatchMakerを開き、Epitope Analysisタブを開く
Patientの横の□(Select a patient)をクリック

登録されている情報が一覧で表示されるので、該当する情報を
選択しダブルクリックする
Donor情報の入力も同様。



解析結果
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Rxn 各ビーズの陽性/陰性の結果

Self Patientのアレルにチェックが入る(タイピング結果を入力している場合)

Imm Donorのアレルにチェックが入る(タイピング結果を入力している場合)

All 陽性と判定されたエピトープ

N. All 陽性と判定されたエピトープの数

Imm All ドナー由来と考えられエピトープ

N. Imm All ドナー由来と考えられエピトープの数

TP All Third Party由来と考えられエピトープ(ドナー以外に由来する)

N. TP All Third Party由来と考えられエピトープの数(ドナー以外に由来する)



解析結果-2
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Positiveと判定されたEpitopeが全て表示

チェックを入れたEpitopeのみ表示



画面の表示
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検索結果は解析画面に反映されます



カットオフ値 -Analysis Cutoff
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HLA Fusionの解析画面で使用した
カットオフ値を使用



カットオフ値 -Manual cutoff
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MatchMaker上で手動で
カットオフ値の変更が可能



検索機能
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空欄に検索対象を入力し
Find XXXをクリック



Rxn Table-1
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Rxn Table-2
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*Rxn Table*
＋： Positive判定のアレルのみに含まれるEpilet

（陽性と判定されたEpitopeのみが対象）
／： Negative判定のアレルにも含まれるEpilet

Positive判定のアレルにのみ「/」が表示される
例）計４アレルのうち3アレルがPositive

ダブルクリックすると、
検索結果が表示される



Single&Supplement Combine data
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*Read LABScreen Analysis*
解析画面でSAとSupplementをcombineした
状態でMatchMakerを立ち上げ、クリックす
るとCombineしたデータを表示



iCn3D表示機能
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AlleleまたはSeroをクリックすると立体構造を
確認することができます
インターネットに接続しているPCでのみ使用
できます

-Latest Version：最新のwebsiteの閲覧
-Compatible Version：機能が制限されたページの閲覧
-Safe Mode：限られた機能のみでの閲覧



関連動画のご紹介

28

https://www.youtube.com/watch?v=ui
J5jPw_mTQ&t=6s

https://www.veritastk.co.jp/products/ref
erence_detail/hla200602.html

https://www.youtube.com/watch?v=uiJ5jPw_mTQ&t=6s
https://www.veritastk.co.jp/products/reference_detail/hla200602.html
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